座間市パソコンサポートクラブ十年のあゆみ

平成十五年一月　　平成十三年度の政府方針による国民へのＩＴ定着戦略を受け、座間市が「情報通信技術講習推進事業」の一環として、パソコンボランティア養成講座説明会を開催し、パソコン講師の育成のため、ワード・エクセルの筆記試験を行い、座間市民へパソコン普及を担う講師が誕生した。

平成十五年四月　　養成講座受講者を対象に、六か月間にわたるパソコンのインストラクター講義
　　　　　　　　　が行われた。

平成十六年二月　　生涯学習課長様ご臨席のもと、座間市公民館で、新名称座間市パソコンサポー
　　　　　　　　　トクラブの創立総会を行う。なお名称は会員のアンケートで決定した。
　　　　　　　　　「誰もがパソコンを使うことができる地域社会」をめざし、非営利団体として
　　　　　　　　　会員三十三名、五グループに分かれ発足した。
　　　　　　　　　パソコンはウインドウズ９８を使用。

平成十六年五月　　市民を対象にした市主催パソコン入門講座が、年間十二回体制で開始される。
　　　　　　　　　
平成十六年五月　　同時に講師の訓練を兼ね、商店街や各種団体を対象にクラブ主催の自主講座が　　　　　
　　　　　　　　　ワード、エクセル入門講座を中心に活発に行われた。　　　　

平成十六年七月　　東地区文化センターでＡグループが自主活動として、「初心者のためのパソコ
　　　　　　　　　ン相談」を開始した。

平成十六年八月　　クラブのＰＲと会員への連絡用を目的としたホームページの作成をするため、　　　　　　
　　　　　　　　　ホームページ部会が発足。
　　　　　　　　　同年十二月一日にクラブホームページを公開。

平成十七年四月　　公民館、北地区文化センターで月一回のパソコン相談会を開始する。

平成十七年六月　　クラブ主催で外部講師を招き二日間のホームページ勉強会を開催した。

平成十九年八月　　講座で使用のパソコンがウインドウズビスタになる。

平成十九年一二月　会員間交流と、クラブホームページへの関心向上のため、二回目のホーム
ページ勉強会を開催。講師はホームページ部会員が担当。

平成二十年一月　　クラブ主催の会員募集により四名入会。

平成二十年五月　　今年度からパソコン入門講座に加え、エクセル、ワード入門講座が市主催と
して正式に取り入れられ三種類講座体制となった。

平成二十二年四月　三館ともにパソコン相談会が月二回開催体制となった。

平成二十二年四月　今年度より講座数が年間十二講座から九講座になり、各館それぞれ、パソコン入門講座・ワード講座・エクセル講座一回ずつ行うこととなった。

平成二十二年六月　市主催のパソコンボランティア養成講座を経て七名入会。

平成二十四年三月　市主催講座の応募者が三千二百六十二名あり、受講者数が千六百名に達した。

平成二十四年三月　パソコン相談会へ参加者が二千三百十九名に達した。　

平成二十五年四月　講座使用のパソコンがウインドウズ７になる。

平成二十五年六月　市主催のパソコンボランティア養成講座を経て十名入会。

平成二十六年一月　座間市パソコンサポートクラブ会員二十八名、三グループで現在に至る。
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